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 私がこの本を初めて見かけた時，おもしろい題名だなと思いました。

読んでみようと思ったのがきっかけは、「『悩み部』とは何だろう」「結末

は何が起こるのだろう」でした。  

 ある学校にある不思議な部活動，『悩み解決部』の部員である隆也が人

の悩みを思いもよらない，意外な方法で解決していくという話でした。

それが，本当に驚く結末で，「なんて隆也は頭がいいんだ！」「私も隆也

の様に意外な結末で，色々な人の悩みを解決したいな」と思いました。  

 私はこの本を読んでいて，疑問に思ったことがあります。それは題名

にある「悩み部」の結末がこの本には書いていないことです。著者はわ

ざと結末を書かないことで読者に「悩み部の今後はどうなったのか」興

味を持たせようとしたのではないかと私は考えました。  

 私がこの本を読んでいて，別の面で深く考えたことがあります。それ

は，この本の登場人物である『悩み解決部』のエリカについてです。私

の一番好きな登場人物が彼女です。彼女が「世の中の人は皆、タダと割

引が大好きでしょ。なのにどうして、タダで悩みを解決してもらえるの

に、『悩み部』にだれも訪ねてこないの？」と嫌味を言ってしまうのです。  

そんな彼女の性格に疑問を抱いているようですが，私はそうは思いませ

ん。人との距離感をつかむのは苦手だけど，思ったことをはっきり言い，

何事も前向きである彼女に私は，自分に近いものを感じ，憧れも少し抱

いています。この本が私の心を射抜いたところはそこです。私もエリカ

のように，物事を前向きに考え，挑戦する気持ちを持った人間になりた

いなと強く感じました。  


